
ちば県議会だより  平成25年［2013年］8月5日（月曜日）

「ちば県議会だより」は、新聞折り込みのほか、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市町村役場などで入手できます。

http://www.pref.chiba.lg.jp/gikai/index.html

自民党 54人
民主党 15人
公明党 7人
共産党 4人
市民ネット・社民・無所属 4人
みんなの党 3人
千葉維新の会・県民の声 2人
生活 1人
 定数95人 現員90人
    （平成25年7月2日現在）

ちば県議会だより  平成25年［2013年］8月5日（月曜日）

次回県議会だよりの発行日は平成25年11月5日の予定です。
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チーバくん

6月定例県議会 知事あいさつ

　知事としての2期目がスタートして2カ月が経過し
ました。これからの4年間は、千葉県を発展させる基
盤を築く大変重要な時期です。県民の皆様と力を合わ
せ県政運営に取り組んでいく必要があると考えます。
　総合計画「輝け！ちば元気プラン」について見直しを
行い、計画原案を取りまとめました。今後、計画案を策
定し、9月定例県議会に提案したいと考えます。
　また、「くらし満足度日本一」の実現に向けた施策を
着実に進めるため、新たな行政改革計画・財政健全化
計画を早期に策定していきます。

　平成25年度6月補正予算について申し上げます。
6月補正予算は「肉付け予算」とし、政策的な判断を要
する経費や、新規事業、基盤整備事業のうち新規着手
分などを中心に、次の3つの考え方で編成しました。
① 新総合計画の原案に掲げられた事業で、早期に実現
可能な事業や重点的に実施すべき施策について的
確に対応すること。
② 国の基金を利用し、雇用創出や子育て支援など、緊急
的な課題に対応すること。
③ 東日本大震災からの復旧・復興の推進と、災害・危
機管理対策を推進すること。
　このような考え方で編成した一般会計の補正予算
規模は1,066億9,500万余円の増額で、6月補正後の
予算額は、前年度当初予算より1％減の1兆5,834億
5,400万余円となりました。

　続いて、6月補正予算において措置した主な事業に
ついて概要を申し上げます。
1.災害・危機管理対策
　災害時の緊急物資の備蓄は、帰宅困難者や高齢者、
女性などに配慮した内容で計画的に進めます。
　津波対策として、九十九里地域では海岸保安林の整
備や堤防のかさ上げなどを進め、同時に河川の津波遡
上の影響について県内全ての河川で調査を行います。
　また、津波による被災地の復旧・復興に取り組みます。
　このほか、耐震化工事への助成、スプリンクラー整備
や障害者の避難スペースの整備に対して新たに助成
を行うなど、福祉施設の防災対策を進めます。
2.安全・安心対策
　防犯ボランティアなどと連携した地域防犯対策の
推進に向けたモデル事業に取り組みます。また、振り
込め詐欺・悪質商法被害抑止コールセンターの延長
や、安全・安心サポート事業を実施する警察署を拡大
します。さらに、歩道整備や交差点改良、信号機などの
交通安全施設の整備を拡充します。
3.医療・福祉・環境
　がんセンターの再整備に向けた基本設計に着手し、
看護実習生を受け入れる病院の体制整備を支援します。
　また、特別養護老人ホームは、緊急的に、整備を促進
し、小規模介護施設の整備や開設準備経費への助成を

増額するなど、介護環境の充実を図ります。
　さらに、家庭における省エネルギー化を実現する「エ
コ住宅」の普及拡大のため住宅用省エネルギー設備へ
の助成を行います。ほかに、犯罪の温床となる「不法
ヤード」の対策を進めるため条例の制定を検討します。
4.子ども・教育
　待機児童の早期解消のため、保育所の整備に対する
上乗せ補助の継続や、民間保育士への給与の助成を行
い、保育士の確保に努めます。
　児童生徒の学力向上を図るため、学習支援などを行
う学習サポーターを派遣し、特別支援学校の分校・分
教室等を整備します。さらに、私立学校経常費の補助
単価の上乗せ額を拡充し、一層の私立学校の振興と保
護者負担の軽減を図ります。
5.千葉の魅力発信・観光
　千葉の魅力を国内外に発信し、本県が「行きたい地
域」、「買いたい産品の生産地」に選ばれる必要がありま
す。そこで、外国人観光客の誘致強化と県産農林水産
物の販路拡大を図ります。国内観光客の回復に向けて
は、大規模イベント開催への助成制度を創設します。
6.産業の活性化・雇用対策・基盤整備
　中小企業を取り巻く環境は大きく変化しています。
　そこで、中小企業振興資金の融資枠を5,700億円に
拡大し、ものづくり技術展示会・T-1グランプリを開
催します。
　また、緊急雇用創出事業の拡充や米作りの経営基盤
を強化するための助成制度を創設します。
　さらに、幹線道路の整備、金田西地区の土地区画整
理事業の新たな造成整備に着手します。

　その他、議案の概要説明と、圏央道の整備進捗と県
の施策展開、成田空港を活用した経済活性化、国の会
議への参画、県民栄誉賞の授与についての報告があり
ました。
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